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昭和女子大学 小論文対策講座 

駿台予備学校 講師 
 

１ 昭和女子大学のアドミッション・ポリシー 

 

 昭和女子大学は、「世の光となろう」を建学の精神とし、［知識・技能］［自主・自律］［協働・調和］の

教育目標と学位授与方針を定めています。これを達成するために定められた教育課程に従い学修する資質

と能力を備えた入学者を受け入れます。そのために多様な入試方法で入学者を募集し、多面的、総合的に

選抜します。 

 

［ 知識・技能 ］ 

・入学を希望する学部・学科の教育課程で必要となる教科・科目の知識・技能ならびにその表現・活用方

法を身につけている。 
 

［ 自主・自律 ］ 

・自身の目標をもち、学部・学科の教育課程に従い専門知識・技能を主体的に習得する学習習慣を身につ

けている。 
 

［ 協働・調和 ］ 

・様々なプロジェクトに参画し、活動の中で他者と協働し目標達成・問題解決を図る意欲がある。 

  

本学の教育目標に基づいてアドミッション・ポリシーに記載した［知識・技能］［自主・自律］［協働・

調和］は、文部科学省が提示する「学力３要素」に下記の表のような対応をしています。知識・技能は、

学力の３要素における①「知識・技能」の確実な習得と②（①を基にした）「思考力・判断力・表現力」に

対応します。自主・自律および協働・調和は③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度「主体性・

多様性・協働性」に対応します。 

 

アドミッション・ポリシーと「学力の３要素」の対応 
  

アドミッション・ポリシー 学力の３要素 

知識・技能 
①「知識・技能」の確実な習得 

②（①を基にした）「思考力・判断力・表現力」 

自主・自律 

③ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

「主体性・多様性・協働性」 

協働・調和 
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２ 小論文の種類 

「小論文」といっても種類は様々ですが、大きく分けると３種類です。 

Ａ 課題文を読んで、内容をまとめたうえで意見を述べる 

Ｂ グラフや表を読み取り、データをもとに意見を述べる 

Ｃ 与えられたテーマにそくし、意見を述べる 

→「自分の意見」を書く必要がない現代文と違って、小論文では「意見の論述」が求められます。 

 

３ 小論文に必要な５つの力 

小論文の対策を始める前に、まずどの様な力が必要なのかを考えてみましょう。 

そうすると、以下の５点が必要だと気づきます。 

Ａ 課題文を読み取る力（読解力） 

Ｂ グラフや表を読み取る力（分析力） 

Ｃ 与えられたテーマについて自分で考える力（思考力） 

Ｄ 適切な具体例を挙げる力（知的好奇心） 

Ｅ 説得力のある文章を書く力（記述力） 

→どの力も、大学生活はもちろん人生を生き抜くために必要な力ですね。 

 

４ 昭和女子大学で出題される小論文の傾向 

Ａ 字数…80字～800字 

Ｂ テーマ…言語・家族・医療・自己・経済・労働・食・教育・社会・歴史・福祉・宗教・建築など、学科に対応 

      →自分の志望する学科に関するテーマについて、深い知識と考察が求められます。 

 

５ 合格のための対策 

Ａ 課題文やグラフ・表などの読み取りの練習をする 

Ｂ 志望する学科に関するテーマについての本を読む 

Ｃ 日々、新聞やテレビのニュースから知識を得る 

Ｄ 800字（以上）の文章を書く（必要に応じて、添削してもらう） 

Ｅ 漢字や慣用句を覚える 

    ＋ 

Ｆ 過去問を解く（可能なら、添削してもらう） 
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６ 具体的な対策 

Ａ 課題文を読み取り、要約する（→現代文の授業で対策） 

  ・文章の中で繰り返されている【論】を見つけ、100字程度（文章が長い場合は200字程度）でまとめてみる 

  ・まとめる際、【具体的な内容（具体例）】は書かなくて良い 

  ・慣れないうちは難しいが、何度か書けばコツがつかめるようになってくる 
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Ｂ グラフの読み取り方の基本 

  ① 棒グラフ …… 棒の高さで、量の大小を比較する 

  ② 折れ線グラフ …… 量が増加しているのか減少しているのか、変化の方向をみる 

  ③ 帯グラフ …… 全体の中での、構成比（求める要素が全体に対して占めている割合）をみる 

  ④ 円グラフ …… 構成比を比較する 

  ⑤ その他 

  ※「表」が出題されることもある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

① ② 

④ 

⑤産業別労働者数（Ｓ地方）  
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Ｃ 専門性を身につける 

  ・志望する学科の過去問に目を通す 

  ・出題されている文章の出典を探し、読む 

  ・志望する学科に関連のある本を読む 

  ・新聞などの記事で気になったものは切り取ってファイリングする 

 

Ｄ 書く！書く！とにかく書く！ 

  ・まずは日記からでも良いので、文章を書く習慣を作る 

  ・現代文の授業で扱った文章を200字程度で要約してみる 

  ・Ｃで読んだ本や新聞記事の要点を200字程度で要約してみる 

  ・書いたら、大人に添削してもらう（文法的なミスだけでも良いのでチェックしてもらう） 

 

Ｅ 漢字や慣用表現を覚える 

  ・参考書を一冊用意する 

  ・声に出しながら、書いて覚える（インプット） 

  ・自分で文章を書く時に、覚えた言葉をなるべく使う（アウトプット） 


